
寺

地

結

界

種

(!) 

と

々

東
大
寺
の

場
合

相

伽
鹿・
僧
坊
及
び
悶
林
な
ど
を
含
む
寺
地
全
体
を
市
浄
な
区
域
と
見
て、
俗
界

と
の
聞
に
俄
然
と
地
境
を
定
め
こ
れ
を
自
ら
も
縫
認
し、
隣
接
す
る
俗
界
の
人
々

（
注
l
）

に
も
認
証
さ
せ
る
の
を
結
界
と
い
う
と、
仏
制
比
丘
六
物
図
に
市一い
か
れ
て
い
る。

結
界
は
仏
教
の
重
要
な
修
法
の
所
作
で
も
あ
り、
受
戒、
布
薩、
悔
過．
訪
雨
な

ど
は
こ
の
結
界
内
の
堂
舎
又
は
但
上
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
に
関
連

す
る
儀
軌
の
類
も
数
多
く、
我
が
仏
教
界
で
も
そ
れ
に
関
連
す
る
行
法
が
普
か
ら

縦
返
し
行
わ
れ、
そ
の
追
跡
造
緋
の
い
く
つ
か
知
ら
れ
た
も
の
が
あ
る。

条
坊
制
に
よ
る
区
制
を
持
つ
古
都、
条
盟
制
に
よ
る
区
別
の
上
に
来
る
山
村
の

平
地
伽
藍
の
ほ
か
に、
奈
良
時
代
か
ら
山
岳
仏
教
関
係
の
寺
地
に
は
顕
著
な
地
形

地
物
を
利
用
し
て
境
界
線
と
し
た
も
の
も
あ
る。
そ
れ
ら
の
多
く
は
密
教
的
色
彩

を
山市
び
た
寺
院
で
あ
っ
て、
そ
う
い
う
傾
向
を
も
っ
寺
地
の
最
古
の
も
の
を
南
部

東
大
寺
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る。

東
大
寺
の
旧
境
内
は
平
城
京
の
外
京
に
あ

り、

そ
の
伽
張
主
要
部
の
西
側
は
京
極
大
路
を
境
と
し、

北
は一
条
通
の
北一

町、
南
は
二
条
通
よ
り
更
に一
町
南
の
小
路
の
延
長
線
上
が
そ
れ
ぞ
れ
限
界
で
あ

る
が、
翻
索
院（
上
院）
部
分
と
そ
の
付
属
地
に
つ
い
て
は、
そ
の
北
限
と
南
限
及

ひ
東
限
は、
こ
の
よ
う
な
直
線
に
よ
っ
て
区
劃
さ
れ
て
は
い
な
い。
正
倉
院
御
物

天
平
勝
宝
八
歳
の
京
大
寺
四
至
山
排
図
に
よ
れ
ば、
東
大
寺
北
方
の
某
寺、

寺
地
と
結
界
の
種
々
相

〈

お
t
て

建

造

物

研

げb
;h, 

...... 
a主

ら
く
伴
守
で
あ
ろ
う）
北
方
の一
堺
道
界
に
は
じ
ま
り、
時
計
廻
り
の
順
に、
二
排

飯
守
道、
三
桝
佐
保
守
道、
四
排
佐
保
川、
五
現
佐
保
川
源、
六
堺
呑
山
京
商
辺、

七
桝
能
登
川、
八
堺
氷
室
谷、
九
州針
興
福
寺
道、
十
堺
寺
山刷
と
な
っ
て
い
て、
西

国
の
京
極
大
路
の
直
線
上
に
あ
る
部
分
を
除
き、
一
界
か
ら
十
堺
ま
で
を
そ
れ
ぞ

れ
河
川
の
水
源、
合
流
点、
道
路
の
交
叉
点
又
は
分
岐
点
な
ど一
見
し
て
判
り
や

す
い
地
点
を
以
て
標
識
と
し、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
道
路、
流
路、
山
稜
な
ど
を
以
て
境

界
線
と
し
て
い
る
の
で
あ
る。
そ
の
う
ち
京
極
大
路
に
而
し
て
昔
は
築
地
塀
が
あ

り、一
条
通
の
中
心
線
上
回
に
向
っ
て
佐
保
路
門〈
転
3
門）
が
建
ち、一
条
二
条
中

間
通
に
回
し
て
中
門〈
俗
に
焼
門）、
二
条
大
路
に
面
し
て
西
大
門
が
建
っ
て
い
た

し

め

は
り

の
で
あ
る
が、
転
害
門
の
み
残
り、
そ
こ
に
は
今
日
で
も
述
注
織
が
か
か
っ
て
い

る
（
第
1
図）。
こ
の
よ
う
な
広
大
な
区
域
を
浄
地
と
し
て
結
界
す
る
と
同
時
に、

京
大
寺
で
は
大
仏
殿
を
中
心
と
し
た
伽
監
部
及
び、
法
務
誌、
二
月
並
を
中
心
と

し
た
上
院
だ
け
に
限
ら
れ
た
小
区
域
を
結
界
す
る
考
え
方
が
別
に
あ
る。

東
大
寺
伽
慌
を
め
ぐ
る
桐
主
に
凶
し
て
は、
東
大
寺
要
録
諸
院
章
第
四
に、

一
八
大
菩
碇

第一
仙
宇

脳内
文
大
菩
薩
在二
紫
彫
金
院
北
方一、

目以
卯
辰
日
天
降

以
下
第
二
輿
成
大
菩
薩
同
性
団
主
四
万一、

第
四
照
明
大

鷲隆

一庶民
法
院
乾
力一、

第
三
興
松
大
菩
薩
在ニ
籾
宗
院
一双
方、

日
午
未
日
天
降

第
五
輿
児
大
菩
院
在ニ
鈍
償
問
方一、

山・
酉
成
日
天
内向

ャ
e
J

－

、

ι
『
月
刊
」

ノ

1 
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輿
向勝
大
菩
臨

時
一h
M

南
方一 、

』
とr
在ニ
悶
分
御
門
内
南
方一 、

ブ
ヲ

亥
子
五
日
天
下

大
好
手
註
法－
と
あ
り 、
最
後
に
「
祭
文

．
d

－
4
6
E
ト
刊川
開
ν
L
」

叫J

云 、
夫
八
大
升 、
皇
天
史
者
南
舛
史
佐
仙

同
人
大
神 、
是
大
一党
王
之
分
身 、
牟
尼
噂
之

坤
霊
跡
也 、
為レ
髄－一
八
州目 、

為レ
鎮ニ
八

一応
方目 、

為s
表ニ
八
百
万
神
之
上
首一 、

為レ

図
示エ
八
相
成
道
之
本
形－ 、
現エ
八
大
神
仙
＼

引
号ニ
八
大
升一 、
所ニ
天
降－
也
灸（
下
時）
」

と
あ
る 。
覚
禅
抄
で
は
こ
の
「
東
大
寺
八

大
明
神
鋲
事」
を
結
界
の
鋲
図
と
し
て 、

（

弘

法
）

「
大
師
付ニ
噌
益－ 、
京
大
寺
仏
殿
之
八
方ュ

造計
八
大
切
神
桐ザ
給 ．
是
為日
八
方
鋲→
也

云
」々
と
し
て
い
る 。
こ
の
う
ち
輿
児
は
現
在
北
方
に
移
動
し 、
興
剣
は
な
く 、

興
進
も
北
方
に
移
建
さ
れ
て
い
る 。
そ
し
て
こ
れ
ら
八
大
切
神
は
神
名
帳
に
こ
の

ま
ま
の
順
序
で
出
て
来
る
も
の
で
あ
る 。

こ
れ
ら
八
箇
の
桐
主
は
北
限
勝
尾
寺
に
お
け
る
八
大
石
蔵
に
も
相
当
す
る
結
界

の
勝
示
の
一
種
と
見
る 。
た
だ
こ
の
場
合
八
箇
所
の
桐
堂
を
漫
然
と
羅
列
す
る
と

そ
の
意
味
が
判
然
と
し
な
い
の
で 、
こ
れ
ら
を
仮
に
二
つ
の
系
列
に
分
け
て
考
・捺

し
て
見
る
こ
と
と
す
る 。
第一
興
文 、
第
六
輿
剣 、
第
七
輿
進 、
第
八
輿古川
を一

第
七
輿
進

第
八
輿
高

組
と
し
て
各
桐
堂（
旧
位
位）
を
直
線
で
つ
な
い
で
見
る
と 、
京
北
に
対
し
約一
五

度
東
に
傾
い
た一
辺
四
町
の
ほ
ぼ
正
方
形
の
区
制
が
得
ら
れ
る 。

は
大
仏
殿
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
伽
臨
部
の
結
界
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る 。

一
見
し
て
こ
れ

同
断聞
に
第
二
町内
成 、
第
三
閣内
訟 、
第
四
町内
明 、
第
五
輿
児
の
四
桐
掌
だ
け
を
結
ん
だ

（

芯2
）

不
等
辺
四
角
形
か
ら
は
上
院
の
主
要
部
分
で
あ
る
二
月
堂 、
仏
納
屋 、
湯
屋
が
外

戸

芯

3
｝

れ
る
こ
と
に
な
る 。
一
方
修
二
会
（
十一
間
悔
過・
俗
ぬ
お
水
取）
に
際
し
て 、
上
院

〈
法
楽
裳・
二
月
堂
及
び
そ
の
付
属
民）
へ
の
通
路 、

た
と
え
ば
北
方
か
ら
姶
っ
て
見
る

と 、

中
性
院
前
石
階
段
道
の
中
程 、

二
月
掌
西
下
方
食
堂
（
詞
利
帝
母
利
堂）
前

の
築
地
堺
取
倣
木〉
添
い 、

二
月
堂
の
南
西
角
と
法
華
堂
北
門
を
結
ぶ
直
線
上 、

閉
山
堂
東
南
角
と
法
華
堂
南
正
而
の
石
燈
簡
を
結
ぶ
直
線
上

こ
の
場
合
距
離
が

（

位

4
）

長
い
の
で
閉
山
立
の
築
地
塀
瓦
上
と
石
燈
龍
の
笠
石
の
上
に
小
形
の
連
注
織
を
位

し

め

は
わ

き 、
そ
の
二
点
を
結
ん
で
辿
注
縄
を
張
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る 。
そ
こ
で
第

二
組
の
桐
堂
を
法
華
w与
を
中
心
と
し
た一
つ
の
行
事
例
え
ば
千
日
不
断
花
会
と
か

桜
会
な
ど
の
行
事
に
関
す
る
独
立
し
た
結
界
と
見
る
か 、
修
二
会
に
関
連
し
た
連

注
縦
以
内
を
総
合
し
て
上
院
の
浄
域
を
示
す
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る 。
ま
た

（

R
5
｝

（

必

6
）

修
二
会
期
間
に
限
ら
ず 、
年
中
連
注
縦
の
張
ら
れ
て
い
る
の
は
倒
伽
井
屋
商
人
口

と
仏
納
屋
北
入
口 、
湯
屋
（
大
協
昆
で
な
い〉
東
入
口
の
＝一
箇
所
で
あ
る
が 、
こ
れ

ら
は
修
二
会
周
の
個
々
の
建
物
と
し
て
の
結
界
の
意
味
と
思
わ
れ
る 。
（
m
2
図）

こ
の
よ
う
に
東
大
寺
だ
け
で
も
結
界
が
重
な
り
合
っ
て
い
る 。
即
ち
夙
に
大
面

杭
の
寺
地
と 、
伽
康
文
は
上
院
周
辺
を
限
っ
た
こ
の
小
面
積
の
浄
域
の
確
保
が
あ

り 、
吏
に
修
二
会
用
の
特
殊
な
建
物
を
取
上
げ
た
四
磁
の
結
界
が
重
複
し
て
行
わ

れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う 。

2 

2 

高
野
山
と
比
叡
山

弘
法
大
師
は
平
安
時
代
初
頭
に
高
野
山
に
金
剛
峯
寺
を
建
て
た
が 、
そ
の
結
界

資
料
と
し
て
「
続
遍
照
発
際
性
謹
集
補
閥
抄」
に
弘
仁
六
年
四
月
二
日
沙
門
空
海



疏
と
紀
銘
す
る
「
日
野
建
立
初
結
界
時
啓
白
文
一

首」

と
「
高
野
山総
立
出
場
結
界

一勝
白
文
一

首」

と
が
収
め
ら
れ
て
い
る 。

殊
に
後
者
に
は

（
前
略）

我
今
此
地
者 、

是
我
之
地 、

我
今
欲
立
七
日
七
夜 、

郎
大
道
場
法
壇

之
会 、

供
養
一

切
十
方
法
界 、

諸
仏
世
時
及
般
若
波
経
密
多 、

諸
菩
陵
衆 、

領

諸
徒
然 、

決
定
一

切
秘
密
法
政 、

難
思
議
法
川 、

故
取
諸
勝
成
欲
護
身
結
界一
法

事 、

於
此
伽
張 、

東
西
南
北 、

四
維
上
下 、

所
有
一

切
破
駿
正
法 、

此
那
耶

伽 、

諸
悪
鬼
神 、

皆
悉
出
去
我
結
界
之
処
七
重
之
外
（
下
時）

と
あ
り 、

結
界
さ
れ
た
そ
の
区
域
が
方
七
単
に
及
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る 。

そ
の
広
褒
を
一
口
に
七
里
と
言
っ
て
い
る
が 、

そ
の
四
至
に
関
し
て
は
高
貯
山

文
引い
（
大
日
本
古
文
門
家
わ
け
第一
）

中 、

金
剛
山智
・寺
所
蔵
統
宗
簡
集
二
所
収
「
弘

法
大
師
手
印
総
図
追
告
目
録
御
手
印
巻」

に
は

停
役
閃
天
由以

来
丹
生
川
上

南
阿
常
川

南
航
縦

割
問計
畔

西
神
勾
昼
川

北
吉
野
川

と
し 、

「
御
遺
告
巻一
服
聞
広
年一一一
月
十
五
日

」

に

d，ftF
ロLaト

リ司叶・

制汁
東｛予
知
丹
生
川

市
阿
稲
川

南
怖凶器

tv
凶
応
神
山
神
勾
昼
川

北土日
好
川

と
あ
る 。

ま
た
続
宝
簡
集
所
収
「
金
剛
峯
寺
衆
徒
愁
状
案」

に
は
そ
の
凹
至
を
「

－

Z

｛
阿
円一

川一
限
丹
生
川
上
峯 、

南
限
阿
当
川
南
長
率 、

西
限
応
身
山
谷 、

北
限
紀
川一

竹
然
当

川
者
南
堺
之
内
接
裟
之
以
北
也
」

と
も
書
い
て
い
る 。

広
さ
は
方
七
盟 、

四
至
の

東
限
南
限
は
渓
流
及
び
山
綾 、

凶
限
北
限
は
河
川
旅
路
を
利
用
す
る
な
と
天
然
の

地
形
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る 。

一

方
伝
教
大
師
の
聞
い
た
比
叡
山
延
踏
寺
に
つ
い
て
は 、

結
界
仏
間
建
立」

に

延
暦
寺

在二
日
本
国
近
江
国
志
賀
郡
比
叡
山－

「
叡
岳
要
記ょ
山
門

守
地
と
結
界
の
純子
ん吋
相

大
斜
地
参
姶
陵
町 、

間
山
凹
方
谷
六
旦

伝
教
大
師
結
界

納
…削
州

束
限ニ
比
叡
社
弁
天
地 、戸
商
限ニ
登
美
渓一

、
四
限三
大
比
叡
峯
小
比
叡
南
峯一 、

北
限＝一
ニ
津
浜
横
川
谷－

と
あ
る
の
が
「
山
門
六
即
結
界」

に
相
当
す
る 。

京
限一一
江
際
ヘ

南
限こ
んい凶
谷

ι
仰

牒
」

に
は
そ
の
四
至
を
「
定ニ
土寸
家
四
至
内
外
排－
事」

と
し
て

ま
た
弘
仁
九
年
の

「
太
政
官

西
限ニ
下
水
飲 、
一
北
限ニ
務
厳
院
北
渓－

淵
川

J－
ー

を
あ
げ
て
い
る 。

ま
た
「
簡
山
内
界
式
」

が
あ
り
「
内
外
八
重
結
界
在レ
之」

と

あ
る 。

高
野
山
も
比
叡
山
も
共
に
六
乃
至

一

七
旦
に一
問一
る
広
大
な
区
域
を 、

何
れ
も
山

綾 、

渓
谷
又
は
道
路
な
ど
自
然
の
地
形
に

よ
り
結
削介
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る 。

3 

中
世
寺
院
の
場
合

平
安
時
代
末
則
の
寺
地
結
界
は 、

硝
寺
流
記
事
に

一

久
安
限
九
月
之
比

伊
豆
僧
正
御

，，－

 

房
純
一山
中十
蹴
服
通
令
息
〈
中
略〉

而
僧

正
御一
肘
御
座
之
時 、

重
有ニ
結
m介
等

御
沙
汰
＼

被レ
掘レ
池 、

被レ
立レ
石 、

種
々
有エ
御
輿
行－

と
あ
る
の
が
知
ら
れ
る 。

流
記
事
に
「
霊

浄
瑠

東大寺｜尉伽:Jj:}i{m2 国

3 
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所
年
総

ね
て
結
界
の
御
沙
汰
あ
り
一

と
あ
れ
ば、

そ
れ
以
前
に
於
て
も
向
田
か
結
界
の
修

法
が
行
わ
れ
て
い
た
が、

こ
の
別
に
於
て
特
に
述
池
を
細
る
と
い
う
環
境
終
仰
の

こ
と
が
重
く
見
ら
れ
た
記
事
で
あ
ろ
う。

ま
た
浄
瑠
明
寺
よ
り
程
近
い
忍
帰
山
円

成
寺
に
閲
し
て
も、

本
朝
日
間
伝
第
五
十
二
究
泌
伝
に、

忍
帰
山
従ニ
万
寿
初
命
禅
問v
山、

垂
二

百
四
十
年－
稲川
廃
相
縦、

遍
一

住
寺
院

結
界、

略
復ニ
旧
民戸

と
あ
る。

こ
こ
で
も
仁
平
三
年
会
5
3

に
兜
泌
が
紡
科
修
法
を
行
う
に

先
立
っ

て
環
境
整
備
を
行
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う。

西
大
寺
系
伴
院
の
場
合

鎌
倉
時
代
中
則
に
於
け
る
仏
教
界
で
注
目
す
べ
き
は
西
大
寺
淑
与
の
業
献
で
あ

（
持
7
｝

る。

そ
の
伝
記
集
成
をい
必
読
し
て
気
付
く
の
は、

根
”
が
大
和
の
み
な
ら
ず
近
畿

一

円
の
各
地
の
寺
院
で
結
界
の
修
法
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る。

崎
仁
元
年
三Mω∞）

に
は
ま
づ
お
膝
元
西
大
寺
を
結
芥
し、

辿
長
元
年
CM
S〉

｛

絞

8
）

河
内
真
福
寺、

弘
長
元
年
合
同町
M〉

山
M娯
楽
室
浄
住
寺、

翌
年
関
東
往
還
中
某
宿

M
持
仏
堂、
文
永
三
年
（－
8
3

再
び
凶
大
布、
弘
安
凶
年
合
同白］
〉

．中
山
川収
制
寺、

弘
安
六
年
（
＝∞ω）

摂
津
四
天
王
寺
敬
m

院、
翌
年
唐
招
提
寺、
弘
安
八
年
大
和
大

（
誌
9
｝

御
輪
寺
（
現
在
大
仰
A

社）

正
応
元
年
（］
M
g〉

八
月
海
屯
王
寺
な
ど
に

結
界
修
法

が
行
わ
れ、

そ
の
「
結
界
表
白」

な
ど
も
伝
わ
っ
て
い
る。

そ
の
際
に
・寺
地
を
消
浄
な
る
形
に
盤
備
し
園
池
を
掘
っ
た
が、

律
苑
的
宝
伝
所

収
南
部
凶
大
寺
輿
正
菩
降
伝
に
は
「
置
欣
生
池
於
品
川
一

千
三
百
五
十
余
所
」

と

苦
か
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る。

淑
時
の｛け川
弟
で
あ
っ
た
点
間一
M
忍
性
も、

各
地
で
結
界
修
法
を
行
っ
て
い
る。

金
沢
文
庫
所
蔵
「
結
界
唱
相」

に
よ
る
と、

大
和
国
教
安
寺
（
久
度
寺）、

同
圏
西

（

枠此

叩

｝

安
寺、

山
滅
同
速
成
就
院、

白
逗
院、

来
主
院、

紀
州
西
福
寺、

泉
州
勝
前
守
な

ど
が
あ
る。

忍
性
が
潟
陪
帥
と
な
っ
て
行
っ
た
結
界
の
修
法
の
う
ち
放
も
資
料
の
そ
ろ
っ
て

い
る
の
は
称
名
寺
で
あ
る。

弥
名
寺
は
文
応
頃
に
は
念
仏
寺
の
機
桃
を
そ
な
え
て
い
た
が、

当
時
関
東
で
西

大
寺
派
の
弘
K叩
に
努
め
て
い
た
忍
性
は
強
く
北
条
災
時
に
働
き
か
け
淑
将
の
鎌
倉

下
向
を
要
請
し
て
い
た
ω

突
時
も
H
蓮
宗
や
禅
宗
の
急
激
な
始
頭
に
よ
っ
て
動
指

し
た
宗
教
界
を
戒
律
の
樹
立
に
よ
っ
て
安
定
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
の
か
も
知
れ
な

い
。

か
く
し
て
叡
時
は
鎌
倉
に
来
は
し
た
が
滞
在
は
半
年
に
満
た
ず、

従
来
の
念

仏
を
停
止
し
て
永
年
の
住
所
に
あ
て
よ
う
と
し
た
尖
時
の
中
出
も
姫
枕犯
し
た
が
執

椛
時
級
犬
主
は
じ
め
の
将
平
家
女
が、
御
・家
人、
僧
俗
な
ど
相
つ
い
で
受
戒
し
た。

尖
時
は
受
戒
を
受
け
た
だ
け
で
な
く、

従
米
念
仏
宗
的
で
あ
っ
た
称
名
寺
を
律
宗

に
改
め、

西
大
寺
系
の
律
院
と
し
た
の
で、

そ
の
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る。

即

ち
称
名
寺
が
や
が
て
律
院
ら
し
く
結
界
修
法
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て、

当
時
の

伽
政
及
び
守
地
の
枠
制
図
が
作
製
さ
れ
た
の
で
あ
る。

金
沢
文
庫
目
録
に
よ
る
と、

元
久
三
年

つM
g）

凶
七
月
二
十
六
日
党
禅
が
六

十
三
歳
の
と
き
伶
土
院
で
』
い
た
結
界
法
と
い
う
一

巻
一

軌
を、

建
武
三
年
つω

ω由）
に
当
時
六
十
一

放
の
史
民
が、

称
名
寺
長
老
の
御
本
を
賜
っ
て
乃
写
し
た
も

の
も
残
っ
て
い
る。

称
名
寺
結
界
凶
紙
品け
に
は
「
大
徳
的
聴
技
比
丘
為
的
削
四
万
六
芥
柑
従
当
守
京

南
角
鶏
冠
木
中
心」

に
は
じ
ま
る
合
計
五
二
二
字
よ
り
成
る
本
文
の
末
尾
に、

元
平
三
年
娘一
一
月
廿
四
日

4
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と
記
録
し
て
い
る 。

結
界
の
修
会
の
一
つ
の
あ
り
方
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く 、

伽
慌
を
と
り
ま
く

環

境
の
あ
り

方 、

特
に
金
堂
前
に
池
を
ほ
り 、

中
島
を
位
き 、

反
橋
を
か
け
る
作
立

は 、

京
都
の
公
家
の
邸
宅
で
流
行
し
た
寝
殿
造
庭
園
の
一
般
形
式
に
近
く 、

寺
地
と
結
界
の
純
h

相

ま
た

.［$，，名ミケがi!Jよ図�131� 

戸

球
日
）

忠
肢
の
側
に
小
川
廊
を
突
出
さ
せ
た

公
家
風
の
伎一
加
の
前
而
に
小
池
の
風
流
を
加

（
諸
問M
）

味
し
た
点
は 、

時
の
経
官
者
点
顕
が
長
年
京
都
に
あ
っ
て 、

公
家
文
化
に
反
り
切

っ
て
米
た
人
で
あ
っ
た
だ
け
に
首
肯
で
き
る 。
（
第
3
凶）

叙
尊
の
影
響
を
受
け
て
結
界
修
法
を
さ
れ
た
近
畿
地
方
で
は取
も
古
い
寺
の
一
つ

に
奈
良
法
務
守
が
あ
る 。

同
寺
所
政
資
料
中
に
「
法
悲
滅
持
者，
大
非
相
（
巻
首
仮

題）
」
一
巻
と 、

「
無
常
院
浄
地
相」
一
巻
と
あ
っ
て 、

そ
の
内
訳
は
前
者
が

一
法
整
滅
罪
寺
大
山介
相

一
宝

治
参
年
MA
M

二
月
六
日
申
附
結
之

F
L
B
L
 

一
法
華
滅
非
寺
沖
地
相

大
叩介
相

争
也
相

大
界
相

施
議
院
浄
地
相

，， // // // 

後
白
こ

は

一
法
務
減
収静
止寸
無
常
院
浄
地
相

が
収
ま
っ
て
い
る 。

そ
の
う
ち
前
者
に
は

宝
治
三
年
（同
ど由）
二
月
六
日
に
結
び 、

同
十
四
日
酉
時
に
解
い
た
全
寺
域
の
結
訴
に
結
縁
し
た
数
十
名
の
比
丘
尼 、

式
叉

尼 、

法
同
尼 ．

形
同
尼
の
名
と ．

二
月
十
五
日
酉
時
に
結
び 、

十
年
後
の
正
元

元
年

。旧日由）

五
月
四
日
に
解
い
た
浴
室
の
結
叩介 、

正
元
元
年
五
月
四
日
及
び

文
永
二
年
（戸
N自
己

四
月
十
日
に
絡
ん
だ
施
楽
院
の
二
度
の
結
界 、

文
永
九
年

（同
町
N）
十
二
月
七
日
に
結
ん
だ
無
常
院
の
結
界
の
比
丘
尼 、

式
又
足 、

法
問
沙

弥
尼 ．

形
同
沙
弥
尼
衆
名
を
そ
れ
ぞ
れ
の
界
線
と
と
も
に
拘
げ
て
い
る 。
こ
こ
で

法
悲
守
全
域
の
場
合
を
結
大
界
相
と
称
し 、

浴
室
・

伯
掌
な
ど
個
々
の
堂－
舎 、

及

5 



奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

び
子
院
の
み
の
場
合
に
は
浄
地
相
と
呼
ん
で
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る。

5 

中
世
寺
院
結
界
の

勝
示

前
掲
の
結
界
に
際
し
て
も

勝
示
の
種
々

相
を
列
挙
し
た
が
北
模
勝
尾
寺
（
箕
面

市〉

の
場
合
は
八
大
石
蔵
を
用
い
て
い
る
最
も
特
異
な
例
で
あ
る。

鳥
越
憲
三
郎

氏
編
勝
尾
寺
文
書
（
大
阪
府
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
別
冊）

と

「
史
逃
と

美

術
」

誌
の
藤
井
直
正
氏
論
文
「
北
棋
勝
尾
寺
八
天
の
石
政
l
中
世
寺
院
の
肪
示
逃

（
蕊
悶
）

秘
」

を
参
考
に
さ
れ
る
が
よ
い
。

勝
尾
忠寸
文
也
所
収
「
大
政
官
牒
探
津
国
勝
尾
寺
」

に

は

「
ハ
前
略〉

開
成
皇
子

桓
武
天
皇
第
八
御
子
結
界
之
時
為
防
護
魔
界
上
院
難
分
山
地
於
内
外
埋
四
天
於
四

方
繭
降
号
八
天
之
石
政
八
処
埋
八
天
形
像
英
上
位
石
為
庖
以
号
八
天
石
蔵
用
為
一

寺
之
勝
示
也
（
下
略）
」

と
あ
り、

「
右
馬
寮
下
文」
（
克
喜
二
年
二
月）

に
は
「
本

願
結
界
之
昔、

分
山
地
於
内
外
埋
八
天
於
四
角
永
為
寺
領
之
勝一
ホ
以
号
八
天
之
石

蔵
云
々
」

と
あ
る
。

そ
の
位
置
及
び
四
至
に
つ
い
て
は
左
記
の
文
書
に
拠
る
と
よ

（
縞
誕
百）

「
勝
尾
山
四
至
注
文
上
右
馬
摂
家
究
喜
二
後
正
廿
七
」

注
進

勝
尾
寺
堺
事

四
至

東
限
泉
原
御
室
町仰
領
来
生
山
峨
船
路
御
領

南
限
宜
野
山
近
術
殿
御
領

西
限
寮
御
牧
領
川
定

北
限
高
山
現

四
角
四
天
石
政
事

丑
寅
泉
原
高
山
両
側許

辰
己
泉
原
莱
生
両
排
河
定

未
申
宜
野
御
牧
両
堺
河
定

成
亥
高
山
其
川
原
両
掛

右
注
進
如
件

。
氾
軍
「
山山
」

究
喜
二
年

後
正
月
サ
七
日

（
花
押〉

O
氾
事
「山
山
」

と
め
る
。

八
天
石
蔵
の
う
ち
ま
づ
四
天
即
ち
丑
寅
角
の
多
間
天、

辰
巳
角
の
持
国

天、

未
申
角
（
耐火
は
午
米）

の
地
長
天、

成
亥
角
（
尖
は
酉
戊）

の
広
目
天
石
川械
が

作
ら
れ、

そ
の
聞
の
山
綾
文
は
山
頗
の
見
通
線、

渓
谷、

道
路
を
も
っ
て
境
界
と

し
て
居
た
の
が、

少
し
年
代
が
降
っ
て
卯
方
に
降
三
世
明
王．

午
方
に
率
一余
利
明

王．

未
申
方
に
大
成
徳
明
王、

亥
子
方
に
金
剛
夜
叉
明
王
が
挿
入
補
足
さ
れ
て
八

大
石
践
と
な
っ
た
も
の
ら
し
い
。

こ
の
形
成
は
京
大
寺
の
場
合
と
も
然
り、

且
つ

石
和
み
の
小
国
と
小
型
青
銅
像
彫
刻
と
が
美
帯
保
存
さ
れ
て
い
る
点
は
特
筆
さ
れ

る
も
の
で、

結
界
勝一
ホ
の
研
究
上
没
す
べ
か
ら
ざ
る
資
料
で
あ
る
と
思
う。

6 

6 

近
世
に
お
け
る
寺
地
結
界
資
料

日以
後
の
と
こ
ろ
で、

近
世
に
お
け
る
寺
地
結
界
資
料
を
一

つ
提
供
し
て
お
き
た

、
。

最
近
或
る
古
文
書
展
示
会
で
一

見
す
る
こ
と
の
で
き
た
山
城
国
棋
尾
（
西
明
寺）

結
界
図
は
右
上
方
に
盛
安
四
年
九
月
廿
一

日
の
日
付
を
告
い
て
い
る。

図
は
や
や

東
（
右）

寄
り
の
南
（
下〉

方
か
ら
北
（
上〉

方
に
向
っ
て
寺
地
を
柿
き、

北
背
而

に
は
二
つ
の
山
の
尾
根
を
書
き、

手
前
の
尾
線
は
寺
地
の
東
北
後
方
か

ら

斜

西

〈
右〉

方
に
尾
根
を
延
ば
し
て
い
る。

寺
地
の
東
〈
右）

の
川
は
北
（
上〉

方
か
ら

南
（
下）

方
へ

流
れ、

南
〈
手
前）

の
川
は
西
ハ
左〉

方
か
ら
束
（
右）

方
に

流

れ



東
南
（
右
下〉
角
で
合
流
し
て
い
る 。
守
地
は
図
上
で
見
る
と
や
や
東
西
（
検）

に
長
い
方
形
で 、
南
中
央
に
門
が
あ
り 、
そ
の
中
に
本
堂 、
食
主 、
東・
中・
南

の
三
箇
所
の
室 ．
政
郎
の
ほ
か
に
閥
伽
井
屋
や
僧
附 ．
下
聞
な
ど
が
図
示
さ
れ
て

い
る 。
門
の
外
側
に
南
の
川
と
併
行
し
て
道
路
が
見
え
て
い
る 。

結
界
は
石
と
木
を
つ
な
い
だ
線
に
よ
っ
て一
ホ
さ
れ
て
い
る 。

東
北
（
右
上）
に

初
石
が
あ
り 、

南
（
下）
に
向
っ
て
二
石 、

三
訟 、

四
栗 、

五
松 、

六
松 、

七

架 ．
八
石
と
つ
づ
く 。
界
線
は
八
石
か
ら
四
五
度
酉
に
曲
り 、

道
路
を
跨
い
で
九

松
に
結
ぼ
れ
る 。
九
松
か
ら
界
線
は
真
西
〈
右）
に
向
い 、
十
架 、
十一
一栄 、

十

二
ホ
フ
リ 、

十
三
桜 、
十
四
版 、
十
五
同
（
桜〉

、

十
六
石 、
十
七
桜 、
十
八
石

と
な
る 。
十
八
石
か
ら
界
線
は
直
角
に
北
〈
上〉
向
と
な
り 、

距
雌
を
へ
だ
て
て

尾
根
上
の
十
九
石 、
吏
に
西
北
角
の
廿
石
と
な
る 。
廿
石
か
ら
界
線
は
更
に
束
に

向
っ
て
直
角
に
山
り 、

廿一
松 、
廿
二
架 、
廿
三
松 、
廿
四
松 、
廿
五
松 、
廿
六

終
石
と
な
り 、
そ
の
界
線
を
延
長
し
て
初
石
に
結
ん
で
い
る 。
そ
の
問
時
計
廻
り

の
方
向
に
八
個
の
石
と 、
十
八
本
の
楠
樹
を
以
っ
て
合
計
二
十
六
界
の
標
識
と
し

て
い
る 。
こ
れ
ら
の
樹
石
は
蘇
悉
地
経
な
ど
に
訪
う
勝
処
に
旧相
当
す
る
も
の
で
あ

り 、

儀
軌
に
忠
実
な
結
界
限
識
と
い
え
る
で
あ
ろ
う 。

叱k
il·口

ひ《

以
上
記
録
と
旧
寺
地
と
の
照
合
と
に
よ
っ
て 、
結
界
の
程
々
相
を
考
祭
し
た
が 、

記
録
上
の
結
界
区
肢
と
現
状
と
は
必
ず
し
も一
致
し
な
い
こ
と
が
判
っ
た 。
中
に

は
伽
藍・
僧
幼・
図
林
を
含
む
広
大
な
旧
寺
領
が
大
半
民
有
化
し 、
完
全
に
市
街

地
文
は
段
村
と
し
て
俗
化
し
て
し
ま
っ
た
箇
所
も
少
く
な
い 。
し
か
し一
方
に
は

東
大
寺
伽
臨・
上
院
及
び
上
院
の
特
殊
の
堂
舎
或
は
称
名
寺 、
勝
尾
寺
の
よ
う
に

寺
地
と
結
界
の
軒叫
んベ
相

旧
結
界
区
域
が
そ
の
肪一
不
標
識
と
共
に
昔
の
ま
ま
浄
域
と
し
て
保
存
さ
れ 、
史
跡

の
指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
も
あ
る 、
結
界
資
料
の
収
集
と
解
明
と
は
山中
に
文
化

財
保
存
上
の

問題
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く 、
中
に
伽
鹿 、
僧
坊 、
国
林
な
ど
を
含

む
広
大
な
寺
領
を
結
界
す
る
場
合
は
経
典
に
言
う
結
大
界（
自
然
芥・
川悦
他
界）
に
匹

敵
す
る
で
あ
ろ
う
か 、
特
定
な
行
事
の
た
め
に
結
界
さ
れ
る
小
面
加
の
浄
地
及
び

特
殊
堂
舎
は
こ
れ
を
結
小
界（
作
法
界〉
又
は
戒
場
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
と
う

か 、
寺
地
の
研
究
は
仏
教
史
学
と
併
行
し
て
の
究
明
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と

思
う 。

（
森
描・
牛
川
口同
率）

註

伊
藤
て
い
じ
博
士
一者
「
結
界
の
美」

淡
交
新
社
昭
和
川町
年
6

月
刊
に
と
り
あ
げ
た

「
結
界」
は 、
日
本
近
世
に
お
け
る
狭
義
の
施
設
の
み
を
取
倣
っ
て
い
る 。
ま
た
「
飛

ね
奈
良
時
代
の
寺
院
仏
掌
に
は
結
界
は
な
か
っ
た」
と
あ
る
が 、
御
物
正
倉
院
文
告

中
に
は
四
分
律
疏 、
不
空
知
索
級 、
陀
縦
尼
相公
経 、
wm
怒
地
経
な
ど
律
或
は
街
教
系

経
山内
の
名
が
見
え
「
“稲
川介
文」
「
結
界
道
場
文」
「
議
・山河
給
料
供
養
陀
縦
尼」
な
ど

は
明
か
に
結
界
の
た
め
の
続
山円
で
あ
る ・
泊
四川
は
有
部
作 、
鑑
真
は
四
分
仙刊
を
も
っ

て
知
ら
れ
て
い
る ・
正
倉
院
御
物
京
大
苛
四
歪
山
堺
凶
を
結
芥
凶
と
見 、
修
二
会
行

事
の
必
須
区
成
と
諸
施
設
が
結
削介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
な
ら
ば 、
「

抗日ど
は

東
大
寺
に
は
奈・良
時
代
か
ら
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い ＠

第
二
山内
成 、
第
三
間関
松 、
第
四
輿
明 、
第
五
興
児
の
ほ
か
に
称
名
般
に
出
て
来
る
気

比 、
飯
沼 、
小
入
〈
法
政〉
明
神
澗
な
ど
を
加
え
る
と 、
上
院
と
呼
ば
れ
る
区
域
が

す
っ
ぽ
り
と
そ
の
中
に
入
っ
て
来
る 。

京
大
寺
修
二
会
に
関
係
の
あ
る
上
院
の
建
物
や
地
形
に
閲
し
て
は
森
溢 、
比・
川
落
掌

・制
「
東
大
寺
闘
伽
井
の
附
辺」
大
和
文
化
研
究
第
日
巻
第
3
号 、
大
和
文
化
研

究会

昭
和
訓
年
3
月
刊
参
照
さ
れ
た
い ．

東
大
寺
内
の
述
注
縦
の
位
世
に
つ
い
て
は
東
大
寺
寺
務
局
筒
井
克
秀
仰
の
示
教
を
仰

た
の
で
甜
誌
を
表
す
る ＠

筒
井
克
努
仰
の
訴
に
よ
る
と 、
闘
伽
井
昼
間
入
口
の
辿
注
総
は
毎
年
取
か
え
ら
れ 、

そ
こ
で
不
用
と
な
っ
た
二
年
目
の
を
仏
納
屋
北
入
口
に
か
か
げ 、
仏
納
屋
の
お
古
即

ち
三
年
目
の
を
湯
屋
東
入
口
に
か
か
げ
る
由
で
あ
る 。
〈
以
下
凶
頁へ）
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